
８月22日（木）の４校時に１年生を
対象にTomoni solutionsの百石様をお
招きし、『社会と学びのつながり』につ
いて進路講話を行いました。
人の考え方や行動は高校生で構築され

るため、高校での学びが今後の人生に大
きな影響を与えることや、高校生に求め
る力として、71％の企業が『基礎学
力』と答えた調査もあり、改めて基礎学
力の重要性について気づいた講話となり
ました。
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３年生の就職活動スタート！

～若人我ら～

7月1日より求人票が公開となり、本格的に3年生の進路活動がスタートしました。9
月5日には就職応募が開始、9月16日から就職試験が解禁となり、就職活動が一斉にス
タートします。 8月2３日現在で、北海道の求人数は6,762件もあります。
今年度の求人の傾向として、少子化に伴い、これまで求人を出していなかった大手企

業や大企業が求人を徐々に出してきている点、物価上昇や人材確保のため、どこの企業
もベースアップし、20万円を超えているところも散見されています。
社会情勢が目まぐるしく変化しているこの状況で、この先、みなさんに必要なのは、

『自分を客観視する力』と『自分に合った企業を選択する力』です。どこの企
業も働き方改革や人材募集の観点から、若い人にとって働きやすい環境がかなり整って
きています。ですが、企業が目指していることと自分がやりたいことが合っていないと、
やりがいを感じることができなかったり、自分の能力を十分に発揮できないこととなっ
てしまいます。
そのためにも、学校の様々な教育活動へ積極的に挑戦し、自分が将来どのような進路

に進みたいのか気づくだけではなく、早期から企業探求を積極的に行い、企業が何を目
指しているのかをよく理解しましょう。そのような地道な活動が、将来、自分らしく社
会の一員として働くことができることにつながっていきます。後悔しない人生となるよ
う、今日から行動しましょう。

OCに行ってきました！ 1年生進路講話
『The 日本大学ランキング（Benesse）』で毎年上

位に名前が挙がっている、名古屋商科大学のオープン
キャンパスに、参加してきました。
商科大学ということもあり、経営管理課程、経営学部、

経済学部、商学部のほかに、国際学部のある大学です。
国内初となる国際認証AACSBを取得しただけでなく、
全学的に実践する「ケースメソッド」は、アメリカにあ
るハーバード・ビジネス・スクールで誕生し、ケースと
呼ばれる教材に登場する主人公の置かれた複雑な状況を
主体的に考察しながら意思決定に関する追体験を行う
「探求型学修」が実現でき、ケースと自分との関係性の
意味づけを繰り返し内省し、リーダーとしての姿勢を高
めます。
また、国際学部においては、海外ネットワークも充実

しており、国際寮には200名以上の留学生が在籍して
おります。海外インターンシップや国際ボランティアへ
の参加も可能で、長期・短期の両方対応が可能となって
います。非常に優秀な学生はTWO+TWO（日本2年＋
海外２年）で両方の学位をとれる制度もあるそうです。
就職進学かかわらず、

オープンキャンパスに
行くのは、勉強になり
ますね。

【講話の様子】 【グループワークの様子】【大学ＨＰ】


